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平成 7年6月20日発行

|町の動き|(6月1日現在)

-人 口 10，703人(-7人)

-男子 5，060人(-1人)

-女子 5，643人(-6人)

-世帯数 3，ヰ97戸(+11戸)
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一
・
お
年
寄
り
の
介
護
の
相
談
窓
口

川
内
町
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

お
年
寄
り
の
多
く
は
、
寝
た
き
り
な
ど
の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き

る
限
り
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
家
族
や
隣
人
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
川
内
町
で
は
お
年
寄
り
の
在
宅
生
活
の
維
持
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
四
月
一
日
か
ら
川
内
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
に
開
設
し
、

介
護
の
悩
み
や
心
配
ご
と
の
相
談
、
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
仲
介
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
夜
間
の
緊
急
の
相
談
等
に
も
対
応
す
る
た
め
二
十
四
時
間
体
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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介護用具の給付・

レンタル

の仲介

ホームヘルパーの派遣

の仲介

ショートステイ(短期入所)

デイサービス

の仲介

お
1== 

極通警
密白:W:"

墜く
7だ
無 τ守
料}
)い

二
十
四
時
間
体
制

川
内
町
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

宮
@
六
二
五
O

F
A
X
@
二
二
七
六

(
職
員
)

施

設

長

三
浦

貞

治

セ

ン

タ

ー

長

石

川

博

敏

主
任
福
祉
相
談
員

仙

波

直

也

山

田

絹

子
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-
五
月
臨
時
町
議
会
報
告

町
議
会
構
成
決
ま
る
/

ー
議
長
に
細
川
氏
、

副
議
長
に
酒
井
氏

1

改
選
後
初
の
臨
時
町
議
会
が
五

月
十
五
日
行
わ
れ
、
議
長
に
細
川

武
雄
氏
、
副
議
長
に
酒
井
克
雄
氏

を
選
出
し
ま
し
た
。
続
い
て
各
常

任
委
員
会
委
員
な
ど
を
決
定
し
、

そ
の
後
、
専
決
四
件
を
承
認
し
閉

会
し
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。

。
議

細
JI! 

武
雄

長

O
副

議

長

酒
井

克
雄

O
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長

松

本

副

委

員

長

佐

伯

委

員

細

川

武文
雄 夫量

、.

委

員

田
井
能
国
男

菅

野

隆

房

大

西

勉

ク

O
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

委

員

長

池

川

副

委

員

長

妻

鳥

委

員

梅

崎

ク

成

川

片
山

主
主

R
V

初
立
ロ

イ申益耕 尭 守
二男造進淳良

。。

O
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

三
一
棟
義
博

副

委

員

長

黒

河

勝

委

員

菅

野

忠

酒

井

克

雄

宇
和
川
光
雄

田

井

明

ク。

議

長

細

川

武

雄

氏

(
邸
歳
)

副

議

長

酒

井

克

雄

氏

(
臼
歳
)

マ

住

所

川
内
町
大
字
南
方
七
三
二

マ

職

業

農

業

マ

略

歴

町
議
会
議
員
六
期
、
土
地
改
良

区
理
事
、
監
査
委
員
、
副
議
長
、

議
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
、
農
業
委
員
会
委
員
、
総
務

文
教
常
任
委
員

マ

電

話

宮

⑩

二

六

九

有
線
五
三
八

マ

住

所

川
内
町
大
字
松
瀬
川
一
九
七

マ

職

業

会
社
役
員

マ

略

歴

町
議
会
議
員
三
期
、
町
体
育
協

会
理
事
長
、
保
健
福
祉
常
任
委

員
長
、
下
水
道
整
備
副
委
員
長
、

東
温
消
防
議
会
議
長
、
県
体
育

協
会
評
議
員

マ

電

話

宮

⑮

二
六

O
三

有
線
五
四
七
七

4 

まずは投票。それからどうぞ。よ，
，、参議院議員通常選挙

フ月23日投票
みんなそろって投票しましょう。



一ー.
六
月
臨
時
町
議
会
報
告

補
正
総
額

八
百
八
十
二
万

千
円

ー
奨
学
資
金
積
立
金
な
ど

1

六
月
臨
時
町
議
会
が
、
六
月

一

日
開
会
し
、
平
成
七
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
一
件
を

そ
れ
ぞ
れ
可
決
又
は
選
任
同
意
し

閉
会
し
ま
し
た
。

聞・圃圃

補

正

予

算

補
正
の
内
容
は
、
臨
時
職
員
の

社
会
保
険
料
、
寄
付
に
よ
る
奨
学

資
金
積
立
金
で
、
補
正
額
八
百
八

十
二
万
一
千
円
。
こ
の
補
正
額
を

合
わ
せ
た
平
成
七
年
度
予
算
の
累

計
総
額
は
四
十

一
億
五
百
八
十
二

万

一
千
円
と
な
り
ま
す
。

人

事

東
一
夫
収
入
役
の
任
期
満
了

に
よ
る
退
職
で
空
席
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
収
入
役
に
、
高
須
賀
敦

嘗
氏
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
っ
て
高
須
賀
敦

首
氏
は
、
六
月
二
日
収
入
役
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

高
須
賀
氏
は
、
昭
和
十
四
年
生

ま
れ
で
、
昭
和
四
十
年
に
川
内
町

役
場
に
奉
職
、
議
会
事
務
局
長
、

産
業
課
長
、
総
務
課
長
な
ど
を
歴

任
し
て
い
ま
し
た
。
(
五
十
六
歳
)

お
世
話
に
な
り
ま
す

o 0 
委水 季会公

ク 道んんんムムムムム 2 ム/; /; / ;一教民事 γ ソ ソ ゲ ソ ゲゲゲゲゲゲゲゲノ 育館

員業 員委運
運 員営

大黒片三田営宮十 橋和 松池 高高 高佐渡山白乗渡 審
井審 須須/ 議

西河山棟能議田亀本田本川賀賀木伯部本戸松部 会
会 委

益義国 恵 文矩義 由英 国 光ア正幸良 員
右ツ 兼

子 雄之雄量登隆仁雄尚 衛子臣平温 社

イシクク

勉勝男 博男

渡

部

進

桑

原

貞

利

佐

伯

牧

雄

八

木

石

松

佐

々

木

岩

雄

O
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

公

益

代

表

細

川

武

雄

池

川

守

良

妻

鳥

尭

淳

医
療
機
関
代
表岸

本

好

雄

光

長

栄

治

渡

部

祐

子

被
保
険
者
代
表佐

伯

尚

山

本

ア

ツ

子

渋

谷

洋

枝

O
各
種
官
公
署

・
団
体
の
長

川
内
町
商
工
会

会

長

林

川
内
町
観
光
協
会

会

長

高

須

賀

委

員クク

英正

人

o 0 0 0 0 
福 議 福産 総 ク些 六

高祉 武欄 4 杉 祉 篠 業 八懐)務 12 月
須課 監事= 課 課 選課 企福 一」

福賀 課福智査桑 原長 原 長 木管長 ( 人 職 /¥ 
祉 E氏三祉芳宮己 間e 議事/務訴へヘ 書 カ 事 日
課哲 理課洋書長 (龍 (貞 2 J 口 付

信雄 喜 一 記 牧草純 i言 富 異貝
係補 局 課 課 任 動
長佐 長長長 ) 
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一

平
成
七
年
度
水
田
営
農
活
性
化

対
策
転
作
実
施
水
田
の
現
地
確
認

を
、
別
表
日
程
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
次

の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

一
.
平
成
七
年
度
水
田
営
農
活
性

化
対
策
事
業
確
認
票
を
農
事
組

合
長
又
は
区
長
に
事
前
に
配
布

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
地
確

認
日
ま
で
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
て
、
転
作
田
の
見
や
す
い

と
こ
ろ
に
一
筆
ご
と
に
設
置
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

二
.
転
作
実
施
水
田
の
変
更
や
、

新
た
に
転
作
を
実
施
さ
れ
る
場

合
は
、
農
事
組
合
長
(
区
長
)

へ
お
申
し
出
の
う
え
、
も
れ
の

な
い
よ
う
に
変
更
又
は
追
加
し

て
、
確
認
票
を
設
置
し
て
く
だ

七
月
十
日
何
j
十

'
h

一、

。

」

C

、ν

三
.
今
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
ら

れ
た
、
調
整
水
田
(
水
張
)
に

よ
り
転
作
を
実
施
す
る
場
合

は
、
地
番
、
減
反
面
積
を
確
認

票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

四
.
永
年
性
作
物
等
で
植
栽
年
数

経
過
(
果
樹
四
年
、
し
き
み
三

年
、
林
地

一
年
、
施
設

一
年
等
)

に
よ
り
面
積
の
み
実
績
算
入
扱

い
と
な
っ
て
い
る
転
作
田
で
、

... 

一
日
制
の
三
日
間

農
事
組
合
長
(
区
長
)
へ
配
布

の
現
地
確
認
野
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
転
作
田
に
つ
き
ま
し
て

現地確認地区名日月

(三内地区)

問屋、日浦、音田、保免、和田丸、惣田谷下、

井内西、土谷

7/10日(月)

(J 11上地区)

松瀬川音回、桧皮、三車干屋、原、横灘、宝泉、上海上、

下海上、東中村、竹之鼻、板戸、道向、吉久

は
、
変
更
が
あ
れ
ば
農
事
組
合

長
に
報
告
を
お
願
い
し
ま
す

が
、
確
認
票
を
設
置
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
年
度
の
水
田
営
農
活

性
化
対
策
は
、
六
年
度
米
の
大
豊

作
や
、
米
の
一
部
輸
入
自
由
化
と

い
う
米
の
過
剰
基
調
に
伴
い
、
転

作
目
標
面
積
も
拡
大
す
る
等
、
大

変
難
し
い
状
況
の
中
で
実
施
さ
れ

ま
す
が
、
生
産
者
、
生
産
者
団
体

(三内地区)

徳吉、則之内、永野、ーヶ谷、惣田谷上、井内中、

水越、川筋、鳥の子、西組、西之側、原沖、上古市、

下古市、西古市、西中村、天神、市場、小坂、下之町、

滑川上、滑川中、滑川下、相之谷

(J 11上地区)
7 111 B (火)

. 、

の
主
体
的
取
組
み
と
、
地
域
の
自

主
性
の
尊
重
を
主
眼
に
、
各
種
団

体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
確
認
票
の
設
置
等
に
つ

い
て
お
分
か
り
に
く
い
点
、
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
産
業
課
(
宮
⑩

二
二
二
二

・
有
線
二

一
六

こ

ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高木、斎院ノ木、森、茶堂、北八幡、八幡、曲里

7/12日(水)

狩場、井内上、井内下

(JII上地区)

(三内地区)

-6 

添谷、旦之上、猪之窪、上之町、宮西、宮東、

中之町、下沖、上砂
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行
え
る
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室
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‘井内のお田植え祭

昨年にひきつづき、 5月21日、井内大

平でお田植え祭が行われました。

昨年は、松山市からの若者たちでにぎ

わった田んぼに今年は、町内の人形劇グ

ループが田ヰ直えにチャ レンジ。

雨の中、早乙女をたのしんでいました。

還暦式砂 川内町還暦式

第17回還暦式カ，f5月25日、中央公民館

で開イ寵されました。

今年は、男女64人カず参加。

式典ののち、県生涯学習推進講師の勝

目利雄さんの「還暦をむかえて」と題した

講演、記念撮影、会食と、和やかなひと

ときを過ごしました。

i‘桜三里旗争奪

ソフトボール大会
今年が第1回目のソフトボール大会。雨で

延び延びになっていましたが、 5月28日、

川内中学校グラウンドなどで桜三里を挟ん

だ 4町(小松町 ・丹原町 ・川内町 ・重信町)

6チームが参加して行われました。

結果は、以下のとおり O

・優勝病院クラブ(重信)

・準優勝 やまびこクラブ(小松)

・3 位 川 内選抜(J11内)

・ 0 チャドーズ(// ) 

-8-



aさっき花季展

第19固さっき花季展が6月2日から

4日までの 3日間、中央公民館ロビー

で開催されました。

親善ゴルフ大会

チャリティー金、ガリラヤ荘ヘ砂

6月9日、町長室にて親善ゴルフ大会(5月

5日開催)のチャリティー金が森房義名誉大会

長から三浦貞治ガリラヤ荘施設長へ手渡され

ました。

9一

11メラレポート ・・・・

さっき花季展入賞者

町 長 賞 中島菊政、

文化協会長賞 小倉文男

議 長 A員'" 八木清見

教 育 長 賞 黒河 9皇

商工会長賞 高須賀 茂

-6.. 長 賞 森貞栄久= 
金 賞 黒河正代

重良 賞 品須賀得呼

S同 賞 高須賀サカエ

努 力 賞 満田房一

#自d司 理 賞 和田茂則

アイデア賞

苦労したで賞 渡部ハズエ

来年も頑張りま賞 佐伯孝茂

土谷レストパーク

土奇の国道11号線沿いにあった車の待避所

がレストパークとして生まれかわり、ドライ

パーの憩いの場となっています。

このレストパークには、 トイレ、東屋、電

話などがあり、多くのドライパーが利用。

生まれかわったレストパークをすこしでも

美しくと、地元、土奇老人クラブの方々が週

1回美化清掃作業を行っています。

、



一みんなの広場

わぢ家0)愛ド/ι
満 1歳を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集しま

す。 コメントには名前、住所、生年月日、両親の名前、赤ちゃ

んを紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役場

総務課広報係まで送ってください。

、v

(市場)

ゆか

有夏さん

( 6月18日生)

父:栄治母 :雅子

「いつもはつらつ、元気な笑顔・」

これが、わたしのキャッチフレーズで

す。

皆様、よろしくお願いします。

菅野

満

歳
で
す
/
よ
ろ
し
く

(吉久)

あおい

碧衣さん
( 6月5日生)

父: 昭母 :由貴

二人のお兄ちゃんに鍛えられておて

んばの碧衣ちゃん。

でも、優しい女の子になってネ。

相原

を全
A" 

文

表

新
緑
を
背
に
釣
人
や
タ
ム
湖
畔

菅

野

美

代

三
分
咲
き
見
上
げ
て
雨
の
藤
ま
つ

り

宮

崎

越

路

屋
号
の
み
残
る
屋
敷
や
夏
の
草

宇
和
川
悠
起

焚
口
の
マ
ッ
チ
湿
り
て
梅
雨
に
入

る

渡

部

五

月

名
も
知
ら
ぬ
草
青
々
と
五
月
雨
る

る

領

家

世

津

ゴ
ル
フ
場
よ
り
臨
む
瀬
戸
海
風
薫

る

佐

伯

芳

女

夏
草
の
伸
び
放
題
の
空
家
か
な

菅

野

美

岬

城
跡
の
坂
く
ね
く
ね
と
竹
落
葉

渡

部

栄

樹

ラ
ブ
ソ
ン
グ
流
る
る
ラ
ジ
オ
梅
雨

龍

大

下

典

子

老
鴬
や
裏
の
杉
山
よ
く
育
ち

渡

部

束

穂

P 

E------
------
E

・E

，
吟

祉

J
五
月
例
会
鯛
〈
〈
口
選
J

麦
秋
や
ぽ
て
売
り
囲
む
女
達

樋

口

史

子

降
り
さ
う
な
空
へ
檀
田
の
広
ご
り

ぬ

大

石

美

紗

姑
八
十
路
可
愛
く
老
い
ぬ
花
菜
漬

田

中

笹

子

山
帽
子
の
白
き
を
今
日
の
供
花
と

せ

り

戒

能

多

喜

青
附
場
此
処
に
も
ゐ
た
り
石
切
場

池

川

鯛

谷

ハU
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北
方
獅
子
舞
保
存
会

¥
ノ
ス
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h
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ピ
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卜
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ヘ
文
化
活
動
助
成
金

みんなの広場

一
閥
、
式

一
昼
食

「
怒
養
護
思
議
株
奪

4J九元F町dフ型町ーヒ 雫 J宍L冨- -

池 子老婦助
自

川2車 4 呈令列 銀
震fziif 
京支 管t千 以す

-よ

に
は
、
北
方
獅
子
舞
保
存
会
を
は

じ
め
、
愛
媛
琵
琶
連
盟
・
松
山

バ
ッ
ハ
合
唱
団
(
音
楽
分
野
)
、
愛

媛
詩
話
会
(
文
芸
分
野
)
、
畑
寺
獅

子
舞
保
存
会
(
郷
土
芸
能
分
野
)
、

松
山
子
ど
も
劇
場
・
松
山
子
ど
も

文
庫
連
絡
会
(
生
活
文
化
分
野
)
、

の
関
係
者
、
伊
予
銀
行
文
化
振
興

顧
問
団
・
伊
予
銀
行
関
係
者
が
会

し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
北
方
獅
子
舞
保
存
会
が

い
た
だ
い
た
助
成
金
二
十
万
円
は
、

獅
子
舞
の
小
道
具
「
パ
レ
ン
」
の

新
調
に
あ
て
る
そ
う
で
す
。

秋
の
獅
子
舞
に
は
、
新
調
の
パ

レ
ン
で
の
北
方
獅
子
舞
が
見
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『• 
-. 

川

柳

色

づ

く

吟

社

ー
五
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

上
の
空
で
聞
い
た
電
話
を
か
け
直

し

田

野

岡

田

洲

柱
き
す
物
差
し
や
か
わ
り
子
の
育
ち

篠
森
美
登
里

お
ち
ょ
ぼ
口
ひ
な
人
形
は
様
に
な

り

田

中

若

峯

物
差
し
は
無
く
て
も
ブ
口
の
勘
所

平

岡

深

舟

上
の
空
我
に
返
し
た
子
供
の
巴

山
本
ひ
ろ
志

世
代
吏
代
家
の
物
差
し
変
え
て
ゆ

く

都

築

登

貴

子

口
先
で
刀
ン
と
言
え
な
い
医
師
家

族

渡

部

佐

久

良

物
差
し
の
目
盛
り
ゃ
か
合
わ
ぬ
嫁
姑

田

島

夢

現

思
い
出
し
笑
い
な
ど
し
て
上
の
空

山

本

紫

芳

明

・
大
田
尺
度
、
か
遣
い
核
家
族

近

藤

十

歩

金
婚
へ
物
差
し
当
て
て
見
た
く
な

り

高

岡

紫

温

去
る
五
月
十
日
、
伊
予
銀
行
本

屈
に
お
い
て
、
文
化
活
動
助
成
金

が
伊
予
銀
行
よ
り
川
内
町
北
方
獅

子
舞
保
存
会
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
第
七
団
地
域
文
化
活

動
助
成
制
度
(
募
集
期
間
一
月
四
日

か
ら
一
一月
十
七

日
ま
で
)
に
北

方
獅
子
舞
保
存

会
が
応
募
し
、

審
査
の
結
果
、

助
成
団
体
に
選

ば
れ
た
も
の
で

す。
助
成
金
の
贈

呈
式
は
、
五
月

十
日
の
松
山
地

区
を
皮
切
り
に
、

愛
媛
県
内
五
地

区
別
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

松
山
地
区
の

助
成
金
贈
呈
式

物
差
し
が
婆
ち
ゃ
ん
の
背
を
か
く

役

目

高

橋

五

陽

大
正
は
ま
だ
メ
ト
ル
に
合
点
せ

ず

佐

々

木

胡

舟

口
先
と
別
な
労
り
家
の
嫁

高
瀬
喜
撰
亭

七
月
例
会
ご
案
内

七
月
二
日
出
午
後
七
時
三

十
分
よ
り

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

題
①
前
向
き
⑦
あ
い
に
く
①

勝
利

新
し
い
皆
様
の
ご
参
加
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
て
下
さ



ボ
力
シ
が
お
い
し
い

「
ね
え
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
の

イ
チ
ゴ
甘
く
て
お
い
し
い
ね
o
」

と
言
っ
て
プ
ラ
ン
タ

l
に
四
株
植

え
て
あ
る
イ
チ
ゴ
を
摘
み
取
り
、

に
こ
に
こ
と
食
べ
て
い
ま
す
。

「
そ
う
ね
。
今
度
は
、
向
こ
う

の
イ
チ
ゴ
を
食
べ
て
ご
ら
ん
。
」

と
、
畑
の
イ
チ
ゴ
を
指
さ
す
と
、

一
個
口
に
入
れ
る
や

「
甘
く
な
い
よ
。
ど
う
し
て
プ

ラ
ン
タ

l
の
は
お

い
し

い
の
。
」

と
小
さ
い
目
を
パ
チ
ク
リ
。

「
プ
ラ
ン
タ
!
の
は
、
ボ
カ
シ

の
土
な
の
よ
o
」
と
言
、
っ
と

「
や
っ
ぱ
り
、
ボ
カ
シ
が
お
い

し
い
ん
だ
。
」

と
孫
は
遊
び
に
走
り
去
り
ま
し
た

と・
:
。
こ
ん
な
嬉
し
い
お
話
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
う
言
え
ば
、
三
月
頃
の
事
、

「
こ
れ
、
ボ
カ
シ
堆
肥
の
ホ

l
レ

ン
草
よ
。
食
べ
て
み
て
。
」

と
、
頂
い
た
ホ
1
レ
ン
草
。
実
に

甘
い
ん
で
す
。
葉
肉
も
厚
く
て
、

「
ボ
カ
シ
っ
て
す
ご
い
な
あ
」
と

思
い
な
が
ら
、
お
ひ
た
し
に
し
た

り
、
白
和
え
に
し
た
り
し
て
食
卓

に
の
せ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

ま
た

A
さ
ん
は

「
ネ
ギ
を
植
え
た
ん
だ
け
ど
、

ボ
カ
シ
堆
肥
の
と
こ
ろ
は
大
き
く

育
っ
て
、
色
も
濃
い
の
よ
。
ボ
カ

シ
を
使
っ
て
い
な
い
所
の
ネ
ギ
は

段
ち
に
育
ち
が
悪
く
、
色
も
薄
い

の
よ
。
み
ん
な
が

η

こ
れ
ど
う
し

て
:
-u
と
、
、
び
っ
く
り
な
さ
る
の
o
」

と
話
さ
れ
ま
す
。

B
さ
ん
も
同
じ
体
験
を
な
さ
っ

た
と
か
。
そ
の
じ
ゃ
が
芋
畑
を
見

ずせ
て
貰
い
に
行
き
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
芋
が
三
列
植
わ
っ
て
い

-
E 

る
ん
で
す
が
、
右
の
二
列
は
大
き

く
葉
も
し
げ
り
、
色
も
濃
い
の
で

す
。
左
の
一
列
は
育
ち
も
小
さ
く

色
も
薄
く
て
黄
色
が
か
っ
て
い
ま

す
。
右
の
二
列
は
ボ
カ
シ
を
使
っ

て
お
り
、
左
の
一
列
は
ボ
カ
シ
を

使
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

「
お
芋
を
掘
っ
て
み
ょ
う
か
。
」

と
言
わ
れ
、
ボ
カ
シ
の
方
の
土
を

手
で
掘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初

に
顔
を
出
し
た
お
芋
は
百
六
十
二

グ
ラ
ム
。
ボ
カ
シ
で
な
い
方
の
土

か
ら
出
た
お
芋
は
六
十
グ
ラ
ム
。

さ
て
、

一
つ
の
株
に
ど
の
く
ら

い
の
お
芋
が
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
食
べ
比
べ
て

み
る
と
味
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か

な
ど
と
興
味
津
々
で
す
。

収
穫
の
時
、

一
株
ず
つ
頂
き
た

い
な
あ
:
・と
思
い
な
が
ら
、
机
の

上
の
二
つ
の
お
芋
を
見
比
べ
て
い

ま
す
。
(
六
月
一
日
)

ま
た

C
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
に

は
、
も
う
木
が
枯
れ
か
け
て
残
念

な
事
を
し
た
と
思
っ
て
い
る
木
の

元
ヘ
ボ
カ
シ
堆
肥
を
埋
め
た
そ
う

で
す
。
す
る
と
、
そ
の
木
か
ら
新

し
い
葉
が
出
て
来
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
も
つ
や
つ
や
し
た
葉
っ
ぱ

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「ボ
カ
シ
っ
て
す
ご
い
ね
」
:
・と。

今
、
婦
人
会
で
は
、
ボ
カ
シ
堆

肥
を
使
っ
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
植
木

鉢
で
育
て
て
み
よ
う
と
試
み
て
い

ま
す
。少

し
深
い

0

フ
ラ
ン
タ
!
な
ら
、

な
す
や
キ
ュ

l
リ
、
小
か
ぶ
や
葉

菜
類
を
育
て
る
事
も
出
来
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
庭
木
の
回

り
に
埋
め
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

婦
人
会
で
世
話
し
て
い
る
桜
の
園

の
木
の
下
や
、
花
の
な
い
所
へ
埋

め
て
下
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。

畑
が
な
い
と
言
っ
て
遠
慮
な
さ

ら
ず
、
プ
ラ
ン
タ

l
で
の
菜
園
や

花
守
つ
く
り
、
庭
木
の
堆
肥
と
し
て

の
生
ゴ
ミ
の
ボ
カ
シ
処
理
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
そ
の
成
長
を
目
に

... 
u 

し
て
楽
し
め
る
ば
か
り
か
、
ゴ
ミ

の
減
量
一
、
し
か
も
土
に
還
す
と
い

う
素
晴
ら
し
さ
も
味
わ
え
ま
す
。

色
々
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
よ
。

ボ
カ
シ
は
、
婦
人
会
、

二一
内
、
川

上
の
両
農
協
に
て
販
売
し
て
い
ま

す。会
員
研
修
旅
行

七
月
二
日
制
六
時
三
十
分
出
発

婦
人
会
地
区
別
指
導
者
研
修
会

七
月
十

一
日
同
八
時
五
十
分
出
発

桜
学
級
(
人
権
問
題
Y

七
月
十
五
日
目
午
後

一
時
よ
り

南
海
放
送
ラ
ジ
オ

「く
め
さ
ん

の
空
」
で
活
躍
中
の
小
倉
く
め
先

生
に
人
権
問
題
を
語
っ
て
頂
き
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

七
月

E
M勉
強
会

・
ボ
カ
シ
作
り

七
月
三
十
日
出
午
後
七
時
半
よ
り

中
央
公
民
館
三
階
に
て

-
今
回
は
液
体
生
ゴ
ミ
(
米
の
と

ぎ
汁
)
の
堆
肥
化
に
つ
い
て

-
コ
ン
ポ
ス
ト
等
へ
の
消
毒
液
を

お
分
け
し
ま
す
。
小
さ
い
容
器

を
ご
持
参
下
さ
い
。

-
ボ
カ
シ
作
り

・
ボ
カ
シ
と
石
け

ん
の
販
売
も
致
し
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会

。〆“



ボ
ラ
ン
テ
ィ
戸

連
絡
協
議
会
の
活
動

ボランティア連絡協議会の活動

ボランテイア活動の稔り
--------------------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー------------骨骨・・・ーーーーーーーーー・ーーーー・・・ー圃

ボランティア連絡協議会(会長、高須賀英隆)

-ともしび会ボランティア

月 日 代 表 者 人員 内 容

4/5 菅 野 日青 美 4 ガリラヤ荘奉仕活動

4/11 瀧 岡 美千香 6 三恵ホーム奉仕活動

-ふれあい花の会

4/6 山 本 アツ子 11 夏・秋咲き花の種まき

-給食ボランティア

4/7 水田 操(二班) 7 独居老人の弁当調製 46 

4/14 黒川七重(ー班) 7 ク 48 

4/21 渡部忠子(三班) 6 イシ 49 

4/28 渡部二三子(四班) 4 。 48 

奉

仕

者

菅
野
晴
美
、
手
島
ヤ
ヱ
ノ
、
和
白

書
喜
枝
、
八
木
フ
ジ
子
、
山
本
ア

ツ
子
、
高
岡
繁
子
、
田
井
キ
ク
子

長
曽
我
部
縫
子
、
新
君
子
、
小
安

ヤ
ス
子
、
細
川
操
、
渡
部
二
三
子

築
山
雅
子
、
宇
和
川
和
喜
子
、
(
呂

田
恵
子
、
岡
田
津
美
枝
、
水
田
操

寺
田
敬
乃
、
仙
波
貞
子
、
国
井
光

子
、
コ
一
津
山
良
子
、
福
積
美
代
子

橋
本
サ
エ
子
、
河
野
ツ
ユ
子
、
楠

治
子
、
山
下
静
子
、
横
山
キ
ク
ヱ
、

近
藤
千
春
、
瀧
岡
美
千
香
、
黒
川

七
重
、
相
原
ハ
ツ
子
、
山
本
洋
子

菅
野
サ
ダ
子
、
石
田
良
美
、
菅
野

ツ
ネ
子
、
高
須
賀
久
子
、
二
神
八

重
子
、
白
鴻
圭
子
、
渡
部
千
枝
子

坂
口
ゆ
か
り
、
大
野
智
代
美
、
渡

部
忠
子
、
越
智
正
子

ク
赤
十
字
募
金
々

ご
協
力
あ
り
が
と
う

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
五
月
を

中
心
に
社
員
増
強
運
動
期
間
と
し

て
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
川
内
分
区
に
お

き
ま
し
で
も
、
A
7
年
度
の
目
標
額
を

上
回
る
、
百
三
十
八
万
七
千
四
百

五
十
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

皆
様
の
温
か
い
善
意
に
対
し
厚

く
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
運
動
期
間
中
、
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
区
長
、
婦
人
会
本
部
役
員

班
長
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。日

本
赤
十
字
社
川
内
分
区

杜
資
募
金
報
告

総
額

一
、
三
八
七
、
四
五

O
円 ご

ざ
い
ま
し
た

(
内
訳
)

一
般
社
資て

O
八
七
、
四
五

O
円

法
人
社
資

三
O
O
、
0
0
0円

集
ま
っ
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
愛
媛
県
支
部
へ
送
金
い
た
し

ま
し
た
。

13 



お知らせ

と

国
民
年
金

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

v
あ
な
た
の
国
民
年
金

手
続
き

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
方
が
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
は
、
国
民
年
金
第
三
号
被
保

険
者
と
し
て
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
な
く
年
金
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
種
別
変
更
届
・

種
別
確
認
屈
を
提
出
す
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。

今
ま
で
は
二
年
を
超
え
た
分
に

つ
い
て
加
入
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
今
回
の
法

律
改
正
に
よ
り
平
成
九
年
三
月
末

ま
で
の
聞
に
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
窓
口
で
手
続
き
を
す
れ
ば
昭

和
六
十
一
年
四
月
一
日
以
降
、
該

当
さ
れ
た
時
期
に
遡

っ
て
第
三
号

被
保
険
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
届
出

を
す
る
こ
と
で
年
金
が
増
額
さ
れ

ま
す
。今

ま
で
に
届
出
を
さ
れ
て
い
な

い
第
三
号
被
保
険
者
期
間
や
過
去

に
二
年
以
上
遡
っ
て
届
出
を
さ
れ

た
方
は
、
今
す
ぐ
市
町
村
役
場
の

国
民
年
金
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

国

保

V

国
保
で
受
け
ら
れ
る

沿
U

寸
J

J

、adH
1

，aa
q
E
'

口
療
養
の
給
付

被
保
険
者
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
、
国
保
を
扱
っ
て
い
る

病
院

・
診
療
所
(
医
院
)
の
窓

口
で
保
険
証
を
提
出
す
れ
ば
、

次
の
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
医
療
費
の

3
割
(
一

部
負
担
金
)
を
支
払
う
だ
け
で
、

残
り
7
割
は
国
保
で
負
担
し
ま

す。-

診

療

・

治

療

・
入
院
や
検
査

-
薬
や
注
射
な
ど
の
処
置

口
療
養
費
の
支
給

緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
り
、
保
険
証
を
持
た
ず

受
診
し
た
場
合
な
ど
、
申
請
す

る
と
、
か
か
っ
た
費
用
に
つ
い

て
国
保
が
審
査
し
、
決
定
額
の

7
割
が
あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す。

口
吉
田
額
療
養
費
の
支
給

医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
負
担

し
た
額
が
一
定
限
度
を
超
え
る

と
、
超
え
た
分
が
国
保
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

口
助
産
費

国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

口
葬
祭
費

国
保
の
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

福

祉

v
児
童
手
当

制
度
に
つ
い
て

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
(
一
月

か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に

つ
い
て
は
前
々
年
)
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
場
合
は
、
所
得
制
限

に
よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

町
役
場
窓
口
に
「
児
童
手
当
認
定

請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

か
ら
開
始
(
一
部
特
例
が
あ
り
ま

す
)
さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た

日
の
属
す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

な
お
、
毎
年
六
月
中
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
の
提
出

が
な
い
と
、
六
月
以
降
の
手
当
の

支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
ぐ
は
、
役
場
福
祉
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

14-

口
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
児
童
に
つ
い
て
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

手
当
は
、
障
害
児
の
父
若
し
く

は
母
が
そ
の
障
害
児
を
監
護
す
る

と
き
、
又
は
父
母
以
外
の
者
が
障

害
児
を
養
育
す
る
と
き
、
そ
の
父

若
し
く
は
母
又
は
養
育
者
に
対
し

支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
支
給
は
申
請
主
義
を

と
っ
て
お
り
、
手
当
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
町
役
場
の
窓
口
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

口
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
を

手
当
は
、
父
と
生
計
が
同

一
で

な
い
次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
を
監

護
し
て
い
る
母
、
も
し
く
は
、
母



が
監
護
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育
者

に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。
(
た
だ

し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。)

③⑦⑥⑤④③②①  

父
母
が
婚
姻
を
解
消

父
が
死
亡

父
が
障
害

父
が
生
死
不
明

父
が

一
年
以
上
遺
棄

父
が
一
年
以
上
拘
禁

未
婚
の
母
の
子

⑦
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
児
童

受
給
手
続

手
当
の
受
給
は
、
申
請
主
義
を

取
っ
て
お
り
、
手
当
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
町
役
場
の
窓
口
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。

請
求
期
限

昭
和
六
十
年
八
月

一
日
以
降
に

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ

う
に
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
支

給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
五
年
間

が
経
過
す
る
と
手
当
の
請
求
が
で

き
令
く
な
り
ま
す
。

募

集
一

v
自
衛
官
募
集

応
募
資
格

応
募
内
容

高
校
卒
業
(
見
込
)

募集項目 受付期 間 試験日

2等陸.;年・杢士 8月1日一 9月25日 9月26. 27日

曹候補士 8月 1日-9月8日 9月17日

一般曹候補学生 8月 1日-9月8日 9月17日

i年・空航空学生 8月l日-9月8日 9月23日

看護学生(陸上) 9月18日-10月20日 10月31日

防 衛 大 学 9月18日-10月16日 11月11・12日

防衛医科大学 9月18日-10月16日 11月4・5日

身
分
等

給
与
等

休
暇
等

特
別
職
国
家
公
務
員

初
任
給
(
十
五
万
七

千
円
)
衣
食
住
無
料

ボ
ー
ナ
ス
年

3
回

(
五
・
二
か
月
)

完
全
週
休
2
日
制
、

有
給
休
暇
は
年
江
日

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

年
3
回
(
各
叩
日
間

程
度
)

大
学
2
部
へ
の
進
学
、

通
信
教
育
・
専
門
学

校
受
講
が
可
能

各
種
国
家
資
格
・
免

許
取
得
可
、
取
得
教

育
も
実
施
し
て
い
ま

す。大
学
進
学
予
定
者
の

併
願
受
験
歓
迎

問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
役
場
総
務
課

合
@
二
二
二
二

有
線
一一

一
一
一

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

宮
⑪
三

O
四
O

進
学
等

免
許
等

そ
の
他

V

保
健
婦
さ
ん
・
看
護
婦
さ

ん
を
さ
が
し
て
い
ま
す

健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
が

ん
検
診
・
基
本
健
診
な
ど
の
業
務

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

保
健
婦
さ
ん
か
看
護
婦
さ
ん
を
さ

が
し
て
い
ま
す
。

在
宅
で
保
健
婦
ま
た
は
看
護
婦

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
「
そ

ろ
そ
ろ
仕
事
を
・
:
」
と
考
え
て
い

る
方
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
業
務
内
容

お
も
に
各
種
が
ん
検
診
・
基
本

健
診
な
ど
の
問
診

②
期
間

お
も
に
6
月

l
m
月
の
検
診
の

時
期
(
週
l
回
1
2
回
)

③
問
い
合
わ
せ
先

詳
細
に
つ
い
て
健
康
セ
ン
タ
ー

ま
で

公(昭
一
一
一
九

有
線
五
八
三

V

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

技
術
指
導
講
習
会

就
業
希
望
の
女
性

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

8
月
8
日

ωか
ら

8
月
初
日
制
ま
で
の

聞
の
叩
日
(
士
、
日

及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

9
時
加
分
!
日
時
却
分

松
山
市
山
越
町
四
五

O
番
地

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

別
名

無
料
(
教
材
費
一
部

自
己
負
担
)

口
申
込
締
切

7
月
白
日
間

口
申
込
方
法

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
松
山

口口口
日科対

時目象

口
会

場

口
定

員

口
受
講
料

市
山
越
町
四
五

O
番
地
の
愛
媛

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
(
宮
@

二
二

O
一
)
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
詳
細
の
お
問
い
合
わ

せ
も
同
セ
ン
タ
ー
へ

。

本目

E炎

v
女
性
の
人
権
問
題

η時
間
電
話
相
談

口
相
談
内
容

女
性
差
別
・
家
庭
問
題
等
女
性

の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口

日

時

7
月
日
日
嗣

午
前
9
時

1
午
後
9
時

口
電
話
番
号
{
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

O
一
二
O
ー
O
二
五
|
五
五

O

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
法

務
局
職
員

口

主

催

松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

口

後

援

愛
媛
弁
護
士
会

Rυ 
句

1
4



一お

願

い

v
川
内
地
区
河
川

遊
漁
に
つ
い
て

川
内
町
の
河
川
(
重
信
川
水
系
)

に
お
い
て
、
投
網
、
釣
等
に
よ
る

魚
の
採
捕
を
行
う
場
合
は
、
重
信

川
漁
業
協
同
組
合
の
鑑
札
が
必
要

で
す
。

一
、
入
漁
料
に
つ
い
て

-
投

網

等

二

、

五

O
O円

・
釣

り

一

、

五

O
O円一

(
い
ず
れ
も
別
に
腕
章
代
一

0
0

円
を
い
た
だ
き
ま
す
。
)

一
、
入
漁
上
の
注
意

・
禁
止
漁
具
(
ヤ
ス
・
カ
ケ
針

等
)
は
全
面
使
用
禁
止
。
見

つ
か
れ
ば
道
具
没
収

0

・
入
漁
の
際
に
は
、
鑑
札
腕
章

を
、
巡
視
員
の
日
に
と
ま
る

所
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
、
鑑
札
腕
章
発
行
所

川
内
町
天
神
渡
部
時
計
届

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
信
川
漁
業
協
同
組
合
監
視
員

ぞ
fv 
じ
で
す
力、

V
植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」
を
ご
い
で
ん
じ
で
す
か

野
山
に
き
れ
い
な
花
の
咲
く
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

畑
や
庭
先
な
ど
に
「
大
麻
」
や

「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」
を

栽
培
し
た
り
、
自
生
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
こ
れ
ら
は
、
法
律
に
よ
っ

て
許
可
な
く
み
だ
り
に
植
え
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

， 

愛
媛
県
で
は
、
け
し
の
花
が
咲

く
こ
の
時
期
に
「
不
正
大
麻

・
け

し
撲
滅
運
動
」
を
実
施
し
、
正
し

い
知
識
の
普
及
や
、
不
正
栽
培
の

大
麻
や
け
し
の
発
見
に
努
め
て
い

ま
す
。そ

こ
で
、
栽
培
し
て
よ
い
け
し

と
い
け
な
い
け
し
の
簡
単
な
見
分

け
方
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
お
近
く
の
け
し
の
花
に
注
意

し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

植えていけないけし 植えてよいけし

見た目にたけだけしい感じ 全体に弱々しい感じ

草丈は、比較的向い 草丈は、比較的低い

(1~ 1. 5m) (40~ lOOcm) 

葉や茎の表面には、ほとん 葉や茎の表面に粗い毛が生

ど毛はなく、白緑色である O えている O

葉は、太い茎を半ば抱くよ 葉は、あざやかな緑色をし

うな7f~でついている O ている O

花の色や花びらの数では区別できません。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
北
持
田
町
二
二
二

松
山
中
央
保
健
所
保
健
予
防
課

医
療
係
(
岱
⑪
一
一
一

内
線
二
六
ご

川
内
町
有
線
放
送
電
話
の

加
入
者
異
動
の
お
知
ら
せ

五
月
中
の
有
線
放
送
電
話
加
入

者
の
異
動
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

O
継

森

領

家

奈

津

子

(
領
家
訣
よ
り
)
八
九
四

承

白壁百 O 
三日浦板禁
三移士戸
九転品 移

J喜吉転
新よ回
) り州
五{，[，r，
二嘩敬
j¥ /t、
四 九恭

O
休

止
一
ケ
火
口

可

野

照

子

二
九

O
五

O 
小脱

坂
退

岡

秀

光

五
六
二
九

村

一も
よ
お
し
一p

h
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v
刑
務
所
作
業
製
品

展
示
即
売
会

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
杜
会
復

帰
を
目
指
し
て
各
種
の
作
業
に
励

ん
で
い
る
数
多
く
の
人
た
ち
が
い

ま
す
。こ

う
し
た
作
業
の
成
果
で
あ
る

刑
務
所
作
業
製
品
を
一
般
社
会
の

人
々
に
広
く
紹
介
し
、
矯
正
行
政

に
対
す
る
ご
理
解
を
得
る
た
め
、

次
の
と
お
り
刑
務
所
作
業
製
品
展

示
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

口
日

時

7
月
お
日
間

9
時
!
日
時

重
信
町
見
奈
良

松
山
刑
務
所

宮
⑭
三
三
五
五

各
種
タ
ン
ス
、
食
器

棚
、
書
棚
等
の
木
工

家
具
、
藤
製
品
、
紳

士
靴
、
漆
器
類
、
味

噌
、
醤
油
な
ど

口
場

所

口
即
売
品
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夏季大学 |に豆盃主〉
イーデス・ハンソン講演会 I I 山本アツ子と語ろう

8月6日(日)午後 8時~中央公民館大ホール

受講料/400円(教委か婦人会ヘ)

演 題/["人権っていったい何なんだJ
~アムネステイの活動から~

問い合わせ先/川内町教青委員会

ft66-4721、⑮ 59 1 1 

7月10日(月)午後 7時30分~中央公民館

第 1会議室
* 

受講料/無料

演題/["EM菌てなに IJ 
問い合わせ先/川内町教青委員会

866-4721、⑮ 59 1 1 

一度公民館誘パレーボール大会
・と き 7月16日(日)午前8時開会式 出陣

(開会式は全チーム川内町勤労者体育センター'--ゐ己

・ところ l部男女………川内町勤労者体育センター

2部男女………川上小学校体育館

-競技方法 1部…・・………・バレーボール

2部……………レクリ工ーションバレーボール

1 .毛えるごみ
7月ごみ収集計画表清掃センター 電話 66-4989 

有線 3130 

収集曜日 4又 集 地 t裁 収集日又は収集変更日

月・木 東谷・西谷(井内を除く)

毎 -土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地町、...曹関*----骨・p・ーー園田何 ・枠・・・ ーーーーーーーーーーーーーー'・ー
木 井内

火・金 北方 ・南方 変更なしー・・・骨.---<民悔...-司司両陣 ・・句..晶・・・棺品.----・・ー
火 奥松瀬川

週 水 ・土 前松瀬川(鳥の子を除く)

町筋(天神を除く)

2.もえかじごみ

収 集 地 域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源ごみ・粗大ごみ

東奇・西省(井内を除く)
7月10日(月) 7月24日(月) 7月は収集日なし

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 7月11日(火) 7月25日(火)

前松瀬川(鳥の子を除く)
7月12日(水) 7月26日(水)

8月……有資源ごみ

町筋(天神を除く) 9月……粗大ごみ

井内・土管・滑川 7月13日(木) 7月27日(木)

。町指定ごみ袋販売痛の追加・ 自猪屋、サンクス、ブルーマート J 
ゥ，，



平成 7年度 基本健診、肺がん・結核レントゲン検診・女性健診日程

月 日 地 区 場 所 受付時間

7月6日(木) 井 内 井 内公民館 午後 4 ・ OO~ 7 : 00 

7月7日(金) j可 之 内 河之内公民館 午後 3: OO~ 7 : 0。

7月10日(月) 則之内東 力え 野集会所 午後 3 ・ OO~ 7 : 00 

7月11日(火) 則之内西 則 之内西公民館 午後 3: OO~ 7 : 00 

滑 )11 i骨川生活改善センター 午後 3: OO~ 4 : 30 

7月12日(水)

士 tm T 土 谷公民館 午後 5: 30-7・。。

7月13日(木) 奥 松 瀬 川 奥松瀬川公民館 午後 4: 30~ 7 : 00 

7月25日(火) 北 方 東 北 方公民館 午後 3: OO~ 7 : 00 

7月26日(水) 北 方 西 西中村集会所 午後 4: CO~ 7 : 00 

7月31日(月) 南 方 東 南方東公民館 午後 1: 30~ 7 : 0。

8月 1日(火) 南 方 西 τと 久集会所 午後 3 OO~ 7 : 00 口

横 灘 団 地 横 灘団地公民館 午後 3: OO~ 4 : 00 

8月2日(水)
前松瀬川 前松瀬川公民館 午後 4: 30~ 7・。。

8月3日(木) 回I 西 健康センター 午後 3: OO~ 7 : 00 

8月4日(金) 町 東 健康センター 午後 3: OO~ 7・00

8月29日(火) 未受診者健診 健康センター 午後 3: OO~ 7 : 00 

7月 予 防接種計画表

予防接種名 二種(ジフテリア・破傷風・百日咳)混合予防接種 麻疹(はしか)予防接種

接種目時
平成 7年 7月5日(水) 平 成 7年 7月27日(木)

午後 2時一 3時 午後 2時一3時

接種場所 健康センター 2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室

生後12カ月一90カ月で 1期初回を 3回及 生後18カ月 -90カ月で麻疹にかか つて

び 1年後の 1期追加を受けていない者。 いない者

対象者 なお、百日咳にかかったことのはっきり すでにMMR (麻疹・風疹・おたふくか

している場合は 2種(ジフテリア・破傷 ぜ)の混合ワクチンを接種している方は

風)混合で実施できますので受付で申し 接種の必要はありません。
出て下さい。

-当 日は、 会場で体温を百十ります。 -当日は、会場で体温を計ります。

注意事項
-予防接種を受けますと 1週間は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月は他の予

防接種を受けることができません。 防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありませんO -当日の入浴は差しっかえありません。
持 参品 -母子健康手帳、体温計 -母子健康手帳、体温計

平成 7年4月よ り予防接種の対象が変更になりました。お子様の母子健康手帳をもうー

備 考
度よく見られ、まだ接種していない予防接種は早めに接種してください。
なお、ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

健康センター 電話 66~2191 (有線)5833 

。凸



健康センターだより7月

健康センター

健康センター

健康セ ンター

健康セ ンター

健康センター

二種(二種)混合予防接種受付午後 2:00~ 3:00 

こころの健康相談 受付午前 g:30 ~12:00 

精神障害者家族教室 受付午後 l:30 ~ 4:00 

1歳6 カ月児健診・ 3歳児健診 受付午後 1 ・OO~ 2:00 

麻疹予防接種 受付午後 3:00-3:30 

5 H (水)

21[1 (念)

27tH木)

血大平成 7年度の肺がん ・結核レントゲン検診・基本健診・女性健診の日程につ

いては右ページに載せてあります。

• ア月献血日程

松下寿

ア月27日(木)

健康センター

ぞ〉

健康センター

午前 8:30-10:00

イシ

午前 9:00-12:00

不用犬引取り

野犬買い上げ

健康相談

母子健康手帳交付

機能回復訓練

毎週月曜日

毎週水眼目

イシイ〉

9 : 30.-..16: 00 
ガリラヤ荘午後1:00-3:00 

町内一斉

美化清掃の日

西本整形外科 重信町田窪

八木耳鼻咽喉皮膚科 重 信 町 牛 測

中川外科 ・内科 松山市南梅本町

藤石病院 重信町志津川

月?，I:l"，l宇mff !llF1門市雪 戸66-2226

ft64 -1611 

まま64-5400 

ft76-7811 

ft64-1234 

21j{寄|災

7月2H 

9日

L6R 

23B 

ア月9日(日)有線 5833ft66-2191 健康センター(問い合わせ先)

ft64-5632 (テレホンサービス)救急病院案内

勿匂
J己品、

(
五
月
受
付
分
・
敬
称
略
)

戸

ル4i;
平日

の

ム
X
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二口と 市 住

久 場
所

相 石

原 原
{呆

護

典 正
者

子 司

恵、え 大京 名

羽目広 地ち fllJ 

7 7 生

年
5 5 月

18 3 
日

-Rご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

5学
館、

下
カ、、 カ、、

土 員リ 斎 上 上 市 住
院

古 フ フ 之 之
ヤ ヤ 之

所
市 ヰ十土 荘 2人日、 内 木 在手、 田T 場

矢 菊 西 伊 近 近 ノ'0、1 渡 渡
氏

野 地 田 月泰 藤 月恭 音日 部

ヒ 正 サ イ変 キ
サ カ ヨ 名
ヨ 緑 義 勉 ヱ 勝 進 子 子

86 77 82 68 87 70 57 87 83 年齢

7 7 7 7 7 7 7 7 死
亡

5 5 5 5 5 5 5 5 4 
年月

30 29 17 21 18 6 6 4 30 日

矢 菊 西 伊藤 近 近 ノIi3、J 品交 渡
世

野 地 田 目恭 ß~き 部 部
ヒ 守咽Tー

サ 正
武由 主

ヨ キ柔 義 勉 勝 進 1専 泉

ハ叫，
u



番S尚

く極主〉

介わうち

工業団地内

J¥ーベナ・テネラ

--

色
あ
ざ
や
か

花
の
じ
ゅ
う
た
ん

工
業
団
地
内
の
パ

l
ベ
ナ
・
テ

ネ
ラ
が
今
年
も
み
ご
と
に
咲
き
、

道
ゆ
く
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
パ

l
ベ
ナ
・
テ
、
不
ラ
は
、

平
成
元
年
、
婦
人
会
が
道
路
沿
い

の
路
側
帯
に
植
え
た
も
の
で
、
毎

年
除
草
作
業
や
肥
料
、
水
や
り
な

ど
手
塩
に
か
け
て
育
て
て
き
た
も

の
で
す
。
世
話
を
さ
れ
た
方
の
苦

労
に
裏
打
ち
さ
れ
た
花
の
じ
ゅ
う

た
ん
の
み
ご
と
さ
は
、
見
る
人
を

圧
倒
し
ま
す
。

あ
れ
か
ら
七
年
、
婦
人
会

O
B

や
地
元
の
方
々
の
お
手
伝
い
も
あ

り
、
す
っ
か
り
こ
こ
に
定
着
し
た

感
が
あ
り
ま
す
。
も
し
こ
こ
に
、

花
が
植
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

雑
草
が
生
い
茂
り
、
殺
伐
と
し
た

光
景
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。こ

こ
は
、
会
社
へ
い
そ
ぐ
人
た

ち
が
日
々
の
く
ら
し
の
中
で
、

ほ
っ
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
空
間

で
す
。

• 
野の花

すいかずら

忍冬

• 

花

日本各地に野生する、常緑のつる性低木。

5 ~- 6月頃になると葉の横に一:っ並んで細長い

花を咲かせ るO

の

ハU
η
L
 

取材で井内へゆく途中、もうすぐ川東集会所と

いうところで石垣に白と黄の花が自にとまりまし

た。スリムで優美な花で甘い蜜の香りがします。

名前を調べるとスイ力ズラ(忍冬)とありました。

この花は、初めは白で、時がたつにつれて黄色

に変色してゆくところから「金銀花」ともいわれ

ます。白花、黄花が入り乱れて咲く様は、初夏を

感じさせてくれます。


